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三陸復興国立公園が誕生
　５月24日、東日本大震災により被災した三陸地域の復興のシンボルとして、

新たに「三陸復興国立公園」が誕生しました。「自然の恵みと脅威、人と自然

との共生により育まれてきた暮らしと文化が感じられる国立公園」をテーマと

し、観光資源としての活用、地域の活性化が期待されます。

【No.1199】 〔三陸復興国立公園指定　階
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２あおもり

青森県町村会臨時総会
　

副会長は古川六ヶ所村長、鈴木田舎館村長
会長に舘岡一郎板柳町長を選出

就任あいさつする舘岡新会長と古川、鈴木両副会長

新たな執行体制を決定した臨時総会

　

本
会
は
六
月
十
八
日
、
青
森
市
の
県
共
同
ビ
ル
で
臨
時
総

会
を
開
催
し
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
を
行
っ
た
。

会
長
に
舘
岡
一
郎
板
柳
町
長
を
選
出
し
た
の
を
は
じ
め
、
新

た
に
副
会
長
二
名
、
監
事
三
名
を
選
出
し
、
本
会
の
新
た
な

執
行
体
制
が
決
定
し
た
。
理
事
に
は
郡
町
村
会
長
を
充
て
る

こ
と
と
な
る
。

　

臨
時
総
会
に
は
、
越
善
会
長
は

じ
め
二
十
九
町
村
長
が
出
席
し
た
。

　

越
善
会
長
が
議
長
を
務
め
議
事

に
入
り
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

の
選
任
を
行
い
、
会
長
に
舘
岡
一

郎
板
柳
町
長
、
副
会
長
に
古
川
健

治
六
ヶ
所
村
長
、
鈴
木
孝
雄
田
舎

館
村
長
、
監
事
に
古
川
正
隆
蓬
田

村
長
、
金
澤
満
春
大
間
町
長
、
山

本
晴
美
田
子
町
長
を
選
出
し
、
新

役
員
が
決
定
し
た
。
任
期
は
平
成

二
十
五
年
六
月
十
九
日
か
ら
二
年

間
と
な
る
。

　

役
員
選
任
後
、
就
任
あ
い
さ
つ

し
た
舘
岡
新
会
長
は
、「
町
村
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
財
政
基
盤
の

充
実
強
化
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
は
じ

め
農
林
漁
業
の
振
興
対
策
、
さ
ら

に
は
地
域
医
療
対
策
、
子
育
て
支

援
対
策
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
町
村
会
の
使
命
達
成
と
地
方

自
治
発
展
の
た
め
最
善
の
努
力
を

傾
注
し
て
い
く
」
と
抱
負
を
述
べ

た
。

　

本
会
は
臨
時
総
会
終
了
後
、
青

森
市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
、

総
務
厚
生
、
産
業
経
済
両
委
員
会

を
開
催
し
、
任
期
満
了
に
伴
う
委

員
長
、
副
委
員
長
の
選
任
を
行
っ

た
。

　

総
務
厚
生
委
員
会
で
は
、
委
員

長
に
古
川
健
治
六
ヶ
所
村
長
を
再

任
し
た
ほ
か
副
委
員
長
に
関
和
典

西
目
屋
村
長
、
野
坂
充
横
浜
町
長

を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
た
。
ま
た
、

産
業
経
済
委
員
会
で
は
、
委
員
長

に
鈴
木
孝
雄
田
舎
館
村
長
を
選
出

し
た
ほ
か
副
委
員
長
に
小
野
俊
逸

中
泊
町
長
、
吉
田
豊
六
戸
町
長
を

そ
れ
ぞ
れ
再
任
し
た
。
両
委
員
会

の
構
成
は
名
簿
の
と
お
り
。

　

ま
た
、
総
務
厚
生
委
員
会
で
は
、

県
総
務
部
市
町
村
課
の
田
中
課
長

か
ら
町
村
に
お
け
る
行
財
政
的
課

題
等
、
県
健
康
福
祉
部
の
江
浪
部

長
か
ら
部
主
要
施
策
等
に
つ
い
て
、

ま
た
産
業
経
済
委
員
会
で
は
、
県

商
工
労
働
の
井
上
次
長
、
県
農
林

総
務
厚
生
委
員
長
に

古
川
六
ヶ
所
村
長

産
業
経
済
委
員
長
に

鈴
木
田
舎
館
村
長
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総務厚生委員会の様子

水
産
部
の
一
戸
部
長
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
部
主
要
施
策
等
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
は
、
本
会
臨
時

総
会
終
了
後
、
議
会
臨
時
会
を
開

催
し
、
越
善
管
理
者
は
じ
め
議
員

等
九
町
村
長
が
出
席
し
た
。

　

臨
時
会
で
は
、
任
期
満
了
に
伴

う
正
・
副
管
理
者
選
挙
を
行
い
、

管
理
者
に
舘
岡
板
柳
町
長
、
副
管

理
者
に
古
川
六
ヶ
所
村
長
を
新
た

に
選
任
し
た
ほ
か
、
監
査
委
員
に

金
澤
大
間
町
長
を
選
任
し
た
。

臨
時
総
会
で
選
任
さ
れ
た
役
員
の
顔
ぶ
れ

会　

長
舘た
て

岡お
か　

一い
ち

郎ろ
う

（
板
柳
町
長
）

監　

事古こ

川が
わ　

正ま
さ

隆た
か

（
蓬
田
村
長
）

金か
な

澤ざ
わ　

満み
つ

春は
る

（
大
間
町
長
）

山や
ま

本も
と　

晴は
る

美み

（
田
子
町
長
）

副
会
長古ふ
る

川か
わ　

健け
ん

治じ

（
六
ヶ
所
村
長
）

鈴す
ず

木き　

孝こ
う

雄ゆ
う

（
田
舎
館
村
長
）

理　

事

船
橋　

茂
久
（
平
内
町
長
）

東
條　

昭
彦
（
鰺
ヶ
沢
町
長
）

平
田　

博
幸
（
藤
崎
町
長
）

小
又　
　

勉
（
七
戸
町
長
）

太
田　

健
一
（
佐
井
村
長
）

竹
原　

義
人
（
三
戸
町
長
）

青森県町村会政務調査委員会 （平成25年６月18日現在）

総務厚生委員会（14名）
委 員 長　　古川　健治（六ヶ所村長）
副委員長　　関　　和典（西目屋村長）
　 〃 　　　野坂　　充（横浜町長）
委　　員　　小鹿　正義（今別町長）
　 〃 　　　森内　　勇（外ヶ浜町長）
　 〃 　　　東條　昭彦（鰺ヶ沢町長）
　 〃 　　　山田　年伸（大鰐町長）
　 〃 　　　中野　掔司（鶴田町長）
　 〃 　　　成田　　隆（おいらせ町長）
　 〃 　　　越善　靖夫（東通村長）
　 〃 　　　太田　健一（佐井村長）
　 〃 　　　竹原　義人（三戸町長）
　 〃 　　　三浦　正名（五戸町長）
　 〃 　　　山本　晴美（田子町長）

産業経済委員会（16名）
委 員 長　　鈴木　孝雄　（田舎館村長）
副委員長　　小野　俊逸　（中泊町長）
　 〃 　　　吉田　　豊　（六戸町長）
委　　員　　船橋　茂久　（平内町長）
　 〃 　　　古川　正隆　（蓬田村長）
　 〃 　　　吉田　　満　（深浦町長）
　 〃 　　　平田　博幸　（藤崎町長）
　 〃 　　　舘岡　一郎　（板柳町長）
　 〃 　　　中谷　純逸　（野辺地町長）
　 〃 　　　小又　　勉　（七戸町長）
　 〃 　　　斗賀　壽一　（東北町長）
　 〃 　　　金澤　満春　（大間町長）
　 〃 　　　飯田　浩一　（風間浦村長）
　 〃 　　　工藤　祐直　（南部町長）
　 〃 　　　浜谷　豊美　（階上町長）
　 〃 　　　須藤　良美　（新郷村長）

管
理
者
に

舘
岡
板
柳
町
長
を
選
任

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
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本
会
は
、
県
、
市
長
会
の
三
者
合
同
に
よ
り
、
六
月
九
日
、

青
森
市
の
ホ
テ
ル
青
森
で
平
成
二
十
六
年
度
重
点
施
策
の
国
会

議
員
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　

本
会
か
ら
は
越
善
会
長
、
須
藤
副
会
長
、
関
副
会
長
を
は
じ

め
役
員
町
村
長
十
三
人
が
出
席
し
、
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、

地
方
財
政
基
盤
の
充
実
・
強
化
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
道
州
制
な

ど
七
項
目
の
重
点
施
策
を
説
明
し
、
実
現
へ
協
力
を
求
め
た
。

越善会長が町村財政基盤の充実・強化等を訴える
　

説
明
会
に
は
、
県
選
出
国
会
議

員
の
津
島
淳
衆
議
院
議
員
、
江
渡

聡
徳
衆
議
院
議
員
、
大
島
理
森
衆

議
院
議
員
、
木
村
太
郎
衆
議
院
議

員
、
高
橋
千
鶴
子
衆
議
院
議
員
、

山
崎
力
参
議
院
議
員
、
平
山
幸
司

参
議
院
議
員
ほ
か
代
理
と
し
て
国

会
議
員
秘
書
が
出
席
し
た
。

　

ま
た
、
本
会
か
ら
は
越
善
会

長
、
須
藤
、
関
両
副
会
長
を
は
じ

め
十
三
町
村
長
、
県
か
ら
は
三
村

知
事
ほ
か
副
知
事
と
関
係
部
局
長
、

県
市
長
会
か
ら
は
鹿
内
会
長
（
青

森
市
長
）
ほ
か
各
市
長
（
代
理
含

む
）
な
ど
、
約
百
二
十
人
が
出
席

し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
三
村
知
事
が
主

催
者
を
代
表
し
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

本
会
、
市
長
会
、
県
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
重
点
施
策
が
説
明
さ
れ
、
そ
の

後
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

本
会
か
ら
は
、
は
じ
め
に
越
善

会
長
が
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
町
村

が
自
主
的
、
主
体
的
な
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
前

提
と
な
る
町
村
財
政
基
盤
の
充

実
・
強
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
地

方
交
付
税
の
増
額
等
、
財
政
力
の

弱
い
町
村
に
適
切
に
措
置
願
う
。

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
林
水
産
分
野

の
重
要
五
品
目
な
ど
の
聖
域
を
確

保
す
る
こ
と
や
、
医
師
確
保
及
び

少
子
化
対
策
、
道
路
交
通
網
の
整

備
促
進
等
も
重
要
課
題
。
本
県
住

民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
配
慮
願
う
」
な
ど
と
述
べ
、

引
き
続
き
、
本
会
事
務
局
か
ら
、

地
方
財
政
基
盤
の
充
実
・
強
化
や
、

道
州
制
な
ど
、
七
項
目
の
重
点
施

策
を
説
明
し
た
。（
本
会
重
点
施

策
の
説
明
項
目
は
左
の
と
お
り
）。

　

ま
た
、
市
長
会
か
ら
は
、
幼
児

教
育
及
び
保
育
の
無
償
化
、
経
営

所
得
安
定
対
策
な
ど
九
項
目
、
県

か
ら
は
、
地
方
交
付
税
の
増
額
、

「
創
造
的
復
興
」
を
実
現
す
る
た

め
の
財
政
支
援
な
ど
十
九
項
目
の

重
点
施
策
が
説
明
さ
れ
た
。

地方財政基盤の充実・強化等を訴える

平成26年度重点施策の国会議員説明会
県・市長会・町村会３者合同で

説明会には関係者約120人が出席
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本
会
は
、
県
、
市
長
会
の
三
者

合
同
に
よ
り
六
月
十
四
日
、
東
京

都
内
で
、
自
由
民
主
党
を
は
じ
め

総
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水

産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
並

び
に
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、

平
成
二
十
六
年
度
の
重
点
施
策
提

案
を
行
っ
た
。

　

本
会
か
ら
は
越
善
会
長
が
出
席

し
、
国
土
交
通
省
の
梶
山
副
大
臣
、

自
由
民
主
党
の
大
島
復
興
加
速
化

本
部
長
、
浜
田
幹
事
長
代
理
及
び

関
係
省
庁
幹
部
に
面
談
の
う
え
、

本
県
の
実
情
を
強
く
訴
え
施
策
の

実
現
を
求
め
た
。

　

本
会
を
含
む
県
、
県
議
会
、
県

市
長
会
、
県
市
議
会
議
長
会
、
県

町
村
議
会
議
長
会
の
県
内
地
方
六

団
体
は
、
六
月
十
四
日
、
東
京
都

内
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
に
関
す

る
緊
急
要
請
活
動
を
行
っ
た
。

　

一
行
は
、
内
閣
官
房
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対

策
本
部
の
佐
々
木
国
内
調
整
総
括

官
に
面
談
の
う
え
、
左
記
事
項
に

つ
い
て
要
請
し
た
。

本会重点施策の説明項目
１．地方財政基盤の充実・強化について
２．医療・保健・福祉施策の強力な推進につ
いて
　（１）地域医療の確保・充実及び総合的な

子育て支援について
　（２）国民健康保険制度等の円滑な実施に

ついて
３．農林水産業の振興について
　（１）ＴＰＰ交渉について
　（２）農業の振興について
　（３）林業の振興について
　（４）水産業の振興について
４．社会基盤の整備について
５．環境保全対策の推進について
６．学校施設等の防災機能の強化及び統廃合
に係る財政支援について
７．道州制について

ＴＰＰ協定交捗に関する緊急要請
　安倍普三総理は、３月15日にＴＰＰ協定交渉参加を表明したところであるが、すでに
ＴＰＰ交渉参加国で合意されているＴＰＰの輪郭（アウトライン）では、「関税並びに物品・
サーピスの貿易及びその他の障壁を撤廃する」として、関税と非関税障壁の撤廃が原則であ
ることが明記されており、今後の交渉のなかで、例外を設け、わが国の国益が守られるのか
という大きな懸念は依然としてぬぐわれていない。
　また、本県においては基幹産業である農林水産業に与える影響が計り知れない状況から、
交渉参加に反対の立場から幾度となく交渉参加を行わないよう国に求めてきたところであ
る。
　このような中で、農業や医療、食の安全をはじめ広範な分野で地域経済と国民生活に深刻
な打撃を与えることが想定されるものの、どのような品目が関税撤廃の例外品目となるのか、
また、どの分野にどのような影響があるかなど、国民に対する情報提供がほとんど行われて
おらず、国民的議論が尽くされていない。
　よって、ＴＰＰ協定交渉について拙速な判断を行わないなど慎重な対応及び下記の守るべ
き国益を断固として守るよう強く求める。

記
１　農林水産品における関税については、コメ、麦、牛肉、乳製品等の重要品目が、引き続
き再生産可能となるよう除外又は再協議の対象とすること。
２　国民皆保険を守り、公的な医療給付範囲を維持すること。医療機関経営への営利企業参
入、混合診療の全面解禁を許さないこと。公的薬価算定の仕組みを改悪しないこと。
３　協定交渉する際には、「守り抜くべき国益」をどのように交捗の中で勝ちとるのか明確
に国民に説明すること。

三村知事が主催者を代表してあいさつ説明会には県選出国会議員７人が出席

国土交通省の梶山副大臣（右から３人目）へ要望

関
係
省
庁
等
に
重
点
施
策
提
案
活
動

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
で
緊
急
要
請県内

地
方
六
団
体
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会
議
に
は
、
県
側
か
ら
三
村
知

事
ほ
か
関
係
部
局
長
、
各
地
域
県

民
局
長
と
、
本
会
か
ら
は
越
善
会

長
を
は
じ
め
県
内
全
三
十
町
村
長

と
各
郡
町
村
会
事
務
局
長
等
が
出

席
し
た
。

　

主
催
者
の
三
村
知
事
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
越
善
会
長
が
県
に
対
す

る
十
四
項
目
の
提
言
を
述
べ
、
県

担
当
部
局
か
ら
は
、
当
日
回
答
の

十
一
項
目
に
対
す
る
所
見
が
述
べ

ら
れ
た
。（
概
要
は
後
述
の
と
お

り
）

　

次
に
、
県
・
町
村
共
通
の
政

策
課
題
と
し
て
、
県
提
出
の

「
ご
み
減
量
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
率

向
上
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
」、

及
び
本
会
提
出
の
「
県
民
の
命
を

守
る
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
対
策
の
推

進
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

本
会
提
言
に
対
す
る
県
所
見

（
会
議
当
日
回
答
分
、
一
部
抜
粋
、

項
目
番
号
は
左
頁
の
提
言
項
目
番

号
に
符
合
）

２
．
町
村
財
政
基
盤
の
充
実
強
化

に
つ
い
て
＝
財
政
基
盤
の
強
化
は

県
も
共
通
の
思
い
で
あ
り
、
関
係

者
一
丸
で
地
方
交
付
税
の
確
保
に

向
け
て
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

３
．
観
光
客
誘
客
対
策
の
強
化
に

つ
い
て
＝
二
十
七
年
度
の
北
海
道

新
幹
線
開
業
な
ど
を
見
据
え
、
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
や
磨
き
上

げ
、
戦
略
的
な
旅
行
商
品
の
開
発

な
ど
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

本会提言事項の実現を訴える越善会長

平
成
25
年
度
市
町
村
長
会
議
（
町
村
の
部
）
提
言
項
目

１　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
対
策
に
つ
い
て

２　

町
村
財
政
基
盤
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

３　

観
光
客
誘
客
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

４　

電
子
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

５　

海
岸
漂
着
物
の
廃
棄
処
理
対
策
に
つ
い
て

　（

１）

漂
流
・
漂
着
ゴ
ミ
対
策
の
推
進
に
つ
い
て 

　
（
２
）
海
岸
漂
着
海
藻
の
処
理
対
策
に
つ
い
て 

６　

総
合
的
な
子
育
て
支
援
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

７　

地
域
医
療
対
策
に
つ
い
て

８　

国
民
健
康
保
険
及
び
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

９　

障
害
者
保
健
福
祉
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

10　

雇
用
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

11　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
（
１
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

　
（
２
）
担
い
手
の
確
保
・
育
成
対
策
等
に
つ
い
て

　
（
３
）
経
営
所
得
安
定
対
策
等
の
着
実
な
推
進
に
つ
い
て

　
（
４
）
新
た
な
米
の
優
良
品
種
の
開
発
に
つ
い
て

　
（
５
）
り
ん
ご
生
産
振
興
対
策
等
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

①
り
ん
ご
果
実
飲
料
の
原
料
原
産
地
表
示
に
つ
い
て

　
　

②
果
樹
経
営
安
定
制
度
の
確
立
に
つ
い
て

　
　

③
り
ん
ご
防
除
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

　
　

④
防
風
網
の
網
更
新
に
係
る
経
費
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
（
６
）
野
菜
及
び
特
産
果
樹
の
生
産
振
興
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
７
）
県
産
農
林
水
産
品
の
輸
出
促
進
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
の
復
興
対
策
な
ど

14
項
目
を
提
言

ご
み
減
量
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
、

命
を
守
る
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
対
策
で
意
見
交
換

平成25年度
市町村長会議

　

県
は
、
六
月
五
日
、
青
森
市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
平
成

二
十
五
年
度
市
町
村
長
会
議
（
町
村
の
部
）
を
開
催
し
、
本
会

か
ら
越
善
会
長
、
須
藤
、
関
両
副
会
長
は
じ
め
全
町
村
長
が
出

席
し
、
県
に
対
し
東
日
本
大
震
災
の
復
興
対
策
な
ど
十
四
項
目

の
提
言
事
項
を
説
明
し
、
実
現
を
強
く
訴
え
た
。
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４
．
電
子
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

＝
引
き
続
き
、
電
子
自
治
体
推
進

協
議
会
で
、
よ
り
具
体
的
な
検
討

を
進
め
、
各
町
村
の
取
り
組
み
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

６
．
総
合
的
な
子
育
て
支
援
対
策

の
推
進
に
つ
い
て
＝
地
方
版
子
ど

も
子
育
て
会
議
の
設
置
、
県
子
ど

も
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
策

定
の
検
討
と
と
も
に
、
提
言
事
項

は
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

10
．
雇
用
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

＝
雇
用
情
勢
が
依
然
と
し
て
厳
し

い
中
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産

業
創
出
や
食
産
業
の
充
実
強
化
を

図
り
、
ま
た
企
業
支
援
等
に
よ
り

雇
用
の
場
を
確
保
し
て
い
く
。

11
．
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
（
１
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
＝
農
林

水
産
業
を
は
じ
め
様
々
な
分
野
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
幅

広
く
情
報
収
集
に
努
め
、
国
が
十

分
な
情
報
開
示
と
説
明
を
行
う
と

と
も
に
、
国
民
的
議
論
を
十
分
に

尽
く
し
慎
重
な
対
応
を
す
る
よ
う

引
き
続
き
強
く
求
め
て
い
く
。

（
３
）
経
営
所
得
安
定
対
策
等
の

着
実
な
推
進
に
つ
い
て
＝
国
の
検

討
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
県

農
家
の
経
営
安
定
、
所
得
確
保
が

図
ら
れ
る
よ
う
要
請
し
て
い
く
。

12
．
社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に

つ
い
て

（
５
）
市
町
村
道
除
排
雪
費
に
対

す
る
交
付
金
制
度
等
の
充
実
に
つ

い
て
＝
冬
期
間
の
円
滑
な
交
通
確

保
を
図
る
た
め
、
除
雪
対
象
路
線

の
充
実
や
降
積
雪
の
実
態
を
反
映

し
た
柔
軟
な
予
算
措
置
が
で
き
る

除
雪
支
援
制
度
を
国
に
働
き
か
け

て
い
く
。

（
７
）
下
水
道
事
業
に
係
る
元
利

償
還
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
＝
今

後
と
も
下
水
道
普
及
率
が
著
し
く

低
い
町
村
の
整
備
促
進
を
図
る
観

点
か
ら
元
利
償
還
負
担
の
軽
減
に

寄
与
す
る
制
度
の
継
続
に
努
め
る
。

13
．
教
育
施
策
等
の
推
進
に
つ
い

て

（
３
）
指
導
主
事
の
市
町
村
派
遣

に
つ
い
て
＝
県
内
六
圏
域
各
教
育

事
務
所
の
指
導
主
事
に
よ
る
情
報

収
集
、
相
談
、
学
校
訪
問
に
よ
る

指
導
は
、
従
来
同
様
、
各
教
育
事

務
所
が
対
応
す
る
の
で
活
用
願
う
。

14
．
三
陸
復
興
国
立
公
園
指
定
に

伴
う
支
援
に
つ
い
て
＝
除
幕
式
、

記
念
式
典
、
Ｐ
Ｒ
展
な
ど
広
く
周

知
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
も
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
首
都
圏
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
の
開
催
に
よ
り
情
報
発
信
す

る
ほ
か
、
新
た
な
旅
行
商
品
の
開

発
等
を
推
進
す
る
。

三村知事が県と町村の一層の連携を呼び掛ける

　
　

①
風
評
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
　

②
米
の
輸
出
検
査
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

　
　

③
台
湾
に
お
け
る
り
ん
ご
の
残
留
農
薬
基
準
の
設
定
に
つ
い
て 

　
（
８
）「
日
本
一
健
康
な
土
づ
く
り
運
動
」
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
９
）
農
業
を
軸
と
す
る
地
域
循
環
型
シ
ス
テ
ム
の
形
成
に
つ
い
て

　
（
10
）
適
切
な
森
林
整
備
と
県
産
材
の
利
用
促
進
等
に
つ
い
て

　
（
11
）
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
12
）
水
産
資
源
の
回
復
・
管
理
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

①
サ
ケ
ふ
化
放
流
事
業
に
係
る
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

　
　

②
ア
ユ
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

　
（
13
）
沿
岸
漁
業
・
沖
合
漁
業
の
共
存
共
栄
に
つ
い
て

12　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に
つ
い
て

　
（
１
）
道
路
の
整
備
促
進
及
び
道
路
整
備
予
算
の
確
保
に
つ
い
て

　
（
２
）
主
要
幹
線
道
路
等
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　
（
３
）
下
北
半
島
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
網
等
の
整
備
に
つ
い
て

　
（
４
）
北
海
道
新
幹
線
「
新
青
森
・
新
函
館
（
仮
称
）
間
」
の
開
業
に
向

け
た
道
路
整
備
に
つ
い
て

　
（
５
）
市
町
村
道
除
排
雪
費
に
対
す
る
交
付
金
制
度
等
の
充
実
に
つ
い
て

　
（
６
）
函
館
〜
大
間
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
恒
久
的
運
航
に
向
け
た
制
度
の
確

立
に
つ
い
て

　
（
７
）
下
水
道
事
業
に
係
る
元
利
償
還
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

13　

教
育
施
策
等
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
１
）
学
校
施
設
等
の
防
災
機
能
の
強
化
等
に
つ
い
て

　
（
２
）
学
校
施
設
等
の
統
廃
合
に
か
か
る
財
政
支
援
に
つ
い
て

　
（
３
）
指
導
主
事
の
市
町
村
派
遣
に
つ
い
て

14　

三
陸
復
興
国
立
公
園
指
定
に
伴
う
支
援
に
つ
い
て

会議には全30町村長が出席
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本
会
は
五
月
八
日
、
青
森
市
の

ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
町
村
総
務

課
長
会
議
を
開
催
し
た
。
出
席
者

は
町
村
総
務
担
当
課
長
等
三
十
人
。

　

会
議
で
は
、
本
会
総
務
課
が
町

村
長
健
康
管
理
研
修
、
弔
慰
金
の

支
給
、
顧
問
弁
護
士
な
ど
総
務
関

係
十
項
目
、
公
有
建
物
災
害
共
済

事
業
な
ど
共
済
関
係
五
項
目
、
業

務
課
が
各
種
研
修
、
町
村
職
員
採

用
統
一
試
験
、
法
令
外
負
担
金
の

規
制
な
ど
十
三
項
目
、
市
町
村
税

滞
納
整
理
機
構
が
機
構
の
概
要
な

ど
四
項
目
に
つ
い
て
説
明
し
、
各

業
務
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
求

め
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
全
国
町
村

会
総
務
部
の
坂
本
調
査
室
長
が
、

「
道
州
制
の
何
が
問
題
か
」
と
題

し
講
演
し
た
。

　

講
演
の
中
で
坂
本
室
長
は
、
道

州
制
を
巡
る
こ
れ
ま
で
の
全
国
町

村
会
の
主
張
や
各
党
の
道
州
制
の

ス
タ
ン
ス
を
説
明
。
ま
た
、
現
在

議
論
さ
れ
て
い
る
自
民
党
の
道
州

制
基
本
法
案
の
内
容
を
解
説
し
、

具
体
的
な
制
度
設
計
は
基
本
法
案

成
立
後
に
内
閣
府
に
置
く
道
州
制

国
民
会
議
で
議
論
さ
れ
、
三
年
以

内
の
答
申
、
二
年
以
内
に
法
整
備

し
導
入
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
道
州
制
の

問
題
点
と
し
て
、
実
質
的
な
強
制

合
併
を
伴
う
こ
と
や
、
財
政
調
整
、

所
得
再
配
分
機
能
の
低
下
に
よ
る

地
域
間
格
差
の
拡
大
な
ど
を
指
摘
。

「
改
革
」
の
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が

先
行
す
る
幻
想
の
道
州
制
に
と
ら

わ
れ
ず
、
多
様
な
自
治
を
大
事
に

す
る
本
来
の
地
方
分
権
改
革
を
推

進
し
て
い
き
た
い
、
な
ど
と
述
べ

た
。

全国町村会の坂本調査室長が講演

本
会
事
業
に
協
力
要
請

道
州
制
で
全
国
町
村
会
調
査
室
長
講
演

町
村
総
務
課
長
会
議

　

本
会
は
六
月
五
日
、
青
森
市
の

県
共
同
ビ
ル
で
正
副
会
長
・
理
事
・

監
事
・
政
務
調
査
委
員
長
・
顧
問

合
同
会
議
を
開
催
し
た
。
出
席
者

は
、
越
善
会
長
を
は
じ
め
役
員
町

村
長
十
五
人
。

　

会
議
で
は
、
六
月
十
八
日
に
開

催
さ
れ
る
本
会
臨
時
総
会
次
第
案

や
、
同
月
九
日
に
開
催
さ
れ
る

二
十
六
年
度
重
点
施
策
提
案
の
国

会
議
員
説
明
会
の
提
案
事
項
等
を

協
議
し
、
協
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

　

協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

協
議
事
項

○
協
議
事
項
１　

平
成
二
十
五
年

青
森
県
町
村
会
臨
時
総
会
開
催
期

日
及
び
総
会
次
第
案
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
２　

本
会
役
員
の
選

任
に
つ
い
て

＝
概
要
は
、
本
紙
二
、三
頁
参
照
。

○
協
議
事
項
３　

平
成
二
十
六
年

度
重
点
施
策
提
案
の
国
会
議
員
説

明
会
等
に
つ
い
て
＝
本
会
か
ら
の

提
案
項
目
を
次
の
と
お
り
決
定
し

た
。
説
明
会
の
概
要
は
、
本
紙
四
、

五
頁
参
照
。

●
東
日
本
大
震
災
の
復
興
対
策
に

関
す
る
提
案

復
興
庁
関
係

１　

防
災
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

２　

原
子
力
施
設
等
の
安
全
対
策

及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い

て
３　

観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て

●
平
成
二
十
六
年
度
政
府
予
算
編

成
及
び
施
策
に
関
す
る
提
案

総
務
省
関
係

１　

町
村
自
治
の
確
立
及
び
地
方

財
政
基
盤
の
充
実
・
強
化
に
つ

い
て

２　

自
治
体
病
院
に
対
す
る
財
政

措
置
の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て

３　

情
報
化
施
策
の
推
進
に
つ
い

て
文
部
科
学
省
、
文
化
庁
関
係

１　

核
融
合
研
究
開
発
を
行
う
国

際
研
究
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て

２　

野
生
鳥
獣
の
保
護
管
理
事
業

の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て

３　

学
校
施
設
等
の
防
災
機
能
の

強
化
及
び
統
廃
合
に
係
る
財
政

支
援
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
関
係

１　

地
域
医
療
の
確
保
・
充
実
に

つ
い
て

２　

総
合
的
な
子
育
て
支
援
対
策

の
推
進
に
つ
い
て

３　

介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運

営
に
つ
い
て

４　

国
民
健
康
保
険
制
度
等
の
円

滑
な
実
施
に
つ
い
て

５　

障
害
者
保
健
福
祉
施
策
の
推

進
に
つ
い
て

６　

雇
用
施
策
の
充
実
・
強
化
に

つ
い
て

農
林
水
産
省
関
係

１　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

２　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て

３　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
関
係

１　

原
子
力
施
設
の
安
全
対
策
及

び
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

２　

電
源
地
域
振
興
の
た
め
の
交

付
金
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

３　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の

最
終
処
分
に
係
る
諸
施
策
の
推

進
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
、
観
光
庁
関
係

１　

道
路
の
整
備
等
に
つ
い
て

２　

県
土
の
安
全
性
の
確
保
と
向

上
等
に
つ
い
て

３　

津
軽
ダ
ム
建
設
事
業
の
整
備

促
進
に
つ
い
て

４　

観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て

環
境
省
関
係

１　

環
境
保
全
対
策
の
推
進
に
つ

い
て

２　

野
生
鳥
獣
の
保
護
管
理
事
業

の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
４　

平
成
二
十
五
年

度
町
村
長
行
政
調
査
研
修
（
案
）

に
つ
い
て

国への重点施策提案事項等を決定 役員合同会議
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県
町
村
長
原
子
力
政
策
研
究
会

は
五
月
七
日
、
青
森
市
の
ア
ッ
プ

ル
パ
レ
ス
青
森
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
、
町
村
長
は
じ
め
担
当

課
長
等
関
係
者
約
八
十
人
。

　

は
じ
め
に
、
同
研
究
会
会
長
の

森
内
外
ヶ
浜
町
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
考
え
る
う

え
で
、
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提

に
安
定
供
給
、
経
済
性
、
環
境
の

バ
ラ
ン
ス
が
極
め
て
重
要
。
今
後

国
等
に
お
い
て
冷
静
な
議
論
が
行

わ
れ
、
誤
る
こ
と
の
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
推
進
が
強
く
望
ま
れ

る
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　

研
修
会
で
は
、
二
十
一
世
紀
政

策
研
究
所
研
究
主
幹
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
国
際
環
境
経
済
研
究
所
所
長
の

澤
昭
裕
氏
が
「
い
ま
、
何
を
議
論

す
べ
き
な
の
か
？
―
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
と
温
暖
化
政
策
の
再
検
討

―
」
と
題
し
、
講
演
し
た
。

　

澤
氏
は
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
や
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

情
勢
、
課
題
を
解
説
し
た
ほ
か
、

原
子
力
の
信
頼
確
保
に
向
け
て
、

組
織
力
と
人
材
力
の
訓
練
に
よ
る

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
と
ど
ま
ら
な
い

安
全
確
保
や
、
自
浄
能
力
と
自
制

心
、
国
の
安
全
基
準
は
最
低
基
準

と
の
認
識
が
必
要
、
な
ど
と
述
べ

た
。

澤昭裕氏がエネルギー政策で講演

研修会には町村長等約80人が出席

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
三
つ
の

各
団
体
は
、
六
月
十
八
日
、
青
森

市
の
県
共
同
ビ
ル
で
二
十
五
年
度

理
事
会
、
総
会
を
開
催
し
た
。

　

各
団
体
は
、
二
十
四
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
、
二
十
五
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
を
審
議

し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
、

決
定
し
た
。

　

ま
た
、
発
電
関
係
市
町
村
全
国

協
議
会
県
支
部
は
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
の
選
任
を
行
っ
た
。

　

各
団
体
の
理
事
会
、
総
会
の
概

要
は
次
の
と
お
り
。

青
森
県
広
報
広
聴
協
議
会

　

理
事
会
に
は
越
善
会
長
（
東
通

村
長
）
を
は
じ
め
、理
事
十
人
（
代

理
含
む
）
が
出
席
し
、
収
支
予
決

算
等
を
承
認
、
決
定
し
た
。

全
国
山
村
過
疎
地
域

振
興
連
盟
青
森
県
支
部

　

理
事
会
に
は
、太
田
支
部
長（
佐

井
村
長
）
を
は
じ
め
理
事
十
人
が

出
席
し
、
収
支
予
決
算
等
を
承
認
、

決
定
し
た
。

発
電
関
係
市
町
村
全
国

協
議
会
青
森
県
支
部

　

総
会
に
は
、
関
支
部
長
（
西
目

屋
村
長
）
を
は
じ
め
会
員
市
町
村

か
ら
四
人
が
出
席
し
、
収
支
予
決

算
等
を
承
認
、
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
正
・

副
支
部
長
の
選
任
を
行
い
、
支
部

長
に
関
西
目
屋
村
長
、
副
支
部
長

に
竹
原
三
戸
町
長
を
そ
れ
ぞ
れ
再

任
し
た
。

25
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等
を
決
定

各
団
体
理
事
会
・
総
会

全
国
山
村
過
疎
地
域
振
興
連
盟
県
支
部

理
事
会
の
様
子

原
子
力
政
策
を
学
ぶ

原
子
力
政
策
を
学
ぶ

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
修
会

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
修
会
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任
期
満
了
に
伴
う
外
ヶ
浜
町
長
選

挙
は
、
四
月
九
日
、
告
示
さ
れ
、
現

職
の
森
内
勇
氏
（
75）

が
、
無
投
票

で
三
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
県
議
会
副
議
長
、
県
監
査

委
員

　

任
期
満
了
に
伴
う
中
泊
町
長
選
挙

は
、
四
月
九
日
、
告
示
さ
れ
、
現
職

の
小
野
俊
逸
氏
（
70）
が
、
無
投
票

で
五
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
旧
中
里
町
長
、
旧
中
里
町

収
入
役

　

任
期
満
了
に
伴
う
七
戸
町
長
選
挙

は
、
四
月
九
日
、
告
示
さ
れ
、
現
職

の
小
又
勉
氏
（
64）

が
、
無
投
票
で

三
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
副
町
長
、
旧
天
間
林
村

長

外
ヶ
浜
町
長　

森も
り

内う
ち　

　

勇い
さ
む　

氏

中
泊
町
長　

小お

野の　

俊
し
ゅ
ん

逸い
つ　

氏

七
戸
町
長　

小こ

又ま
た　

　

勉つ
と
む　

氏

　

本
県
は
じ
め
北
海
道
、
京
都
府
、

奈
良
県
、
熊
本
県
、
鹿
児
島
県
の

六
道
府
県
町
村
会
等
は
、
市
町
村

の
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
機
器
に
係
る
共
同
調
達

を
実
施
し
た
。

　

他
道
府
県
町
村
会
等
で
は
、
従

来
よ
り
、
基
幹
系
業
務
シ
ス
テ
ム

等
を
共
同
利
用
す
る
な
ど
、
府
県

間
の
枠
を
超
え
た
連
携
・
共
同
に

よ
る
情
報
化
事
業
を
推
進
し
、
市

町
村
の
情
報
関
連
経
費
の
軽
減
を

図
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
共
同
調
達
で
は
、
Ｃ
Ｓ

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
バ
）、

操
作
者
認
証
用
照
合
情
報
読
取
装

置
な
ど
の
機
器
に
加
え
、
機
器
の

搬
入
・
設
置
作
業
及
び
こ
れ
ら
機

　

日
本
広
報
協
会
は
、
五
月
に

二
十
五
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

の
審
査
結
果
を
発
表
し
、
本
県
推

薦
の
東
北
町
「
12
人
の
挑
戦
」
が
、

映
像
部
門
で
二
席
に
入
賞
し
た
。

　

今
回
の
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
広
報
紙
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

広
報
写
真
、
映
像
、
広
報
企
画
の

五
媒
体
十
部
門
が
対
象
で
、
同
作

品
は
本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
広

報
広
聴
協
議
会
が
今
年
一
月
に
開

催
し
た
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
審
査

会
の
審
査
を
経
て
、
全
国
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
て
い
た
。

　
「
12
人
の
挑
戦
」
は
、
町
立
上

北
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
一
、

二
年
生
部
員
十
二
人
が
厳
し
い
練

習
を
経
て
、
県
大
会
優
勝
の
栄
冠

を
果
た
す
ま
で
の
記
録
。
関
係
者

で
な
け
れ
ば
試
合
や
練
習
光
景
を

見
る
機
会
が
な
い
た
め
、
そ
の
姿

を
町
民
に
見
て
も
ら
お
う
と
町
内

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
た
。

　

本
県
の
入
賞
は
、
平
成
二
十
二

年
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
お
い
ら
せ

町
（
広
報
紙
部
門
）、弘
前
市
（
組

み
写
真
部
門
）
が
入
賞
し
て
以
来
。

器
の
保
守
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、

調
達
の
範
囲
に
加
え
た
。

　

各
町
村
会
等
で
参
加
の
と
り
ま

と
め
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
六
道
府

県
の
参
加
団
体
数
は
九
十
二
市
町

村
（
本
県
二
町
含
む
）
に
の
ぼ
り
、

入
札
の
結
果
、
予
定
価
格
に
対
す

る
落
札
率
が
五
七
・
五
％
と
な
り
、

所
期
の
目
的
ど
お
り
、
大
幅
な
経

費
の
軽
減
が
図
れ
る
結
果
と
な
っ

た
。

　

現
在
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
情
報

化
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
を
問
わ
ず
情
報
化
の
基
盤

を
維
持
・
管
理
す
る
た
め
の
経
費

が
、
町
村
財
政
の
大
き
な
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
て
い
る
。

　

今
回
の
共
同
調
達
を
例
に
と
っ

て
も
、
こ
の
よ
う
な
共
同
の
取
組

み
は
、
情
報
化
に
要
す
る
町
村
の

財
政
負
担
の
軽
減
の
み
な
ら
ず
、

事
務
手
続
き
の
簡
素
化
や
技
術
面

で
の
補
完
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
今
後
と
も
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
化
共
同
事
業
が
推
進
さ
れ

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
は
六
道
府

県
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
的

に
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

入札会の様子

住
基
ネ
ッ
ト
関
連
機
器
共
同
調
達
を
実
施

本
県
含
む
６
道
府
県
町
村
会
等

東
北
町
映
像
作
品
が

２
席
に
入
賞

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

６町村で首長選挙
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成25年７月１日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　　村　　長 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 １ 27.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 小　　鹿　　正　　義 S 6. 2.18 ３ 25.10.12
外 ヶ 浜 町 森　　内　　　　　勇 S13. 3. 2 ３ 29. 4.23
蓬 田 村 古　　川　　正　　隆 S22. 6. 2 ４ 25.11. 8

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 東　　條　　昭　　彦 S16. 4.15 １ 25.12.26 長　　内　　　　　仁
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ２ 28.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ２ 26. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 １ 27.11.19
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 １ 26. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ３ 28.11.17

北
郡

板 柳 町 舘　　岡　　一　　郎 S18. 3. 4 ４ 27. 4.29 成　　田　　誠　　一
鶴 田 町 中　　野　　掔　　司 S 4.11. 7 10 26. 8.20 山　　本　　一　　郎
中 泊 町 小　　野　　俊　　逸 S17. 7.29 ５ 29. 4.23 秋　　元　　良　　一

上
北
郡

野 辺 地 町 中　　谷　　純　　逸 S24. 8.16 １ 27.10.26 杉　　田　　三　　生
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ３ 29. 4.23
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ６ 28. 1.27 保 土 澤　　正　　教
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ３ 28.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 斗　　賀　　壽　　一 S19. 7. 2 ２ 29. 4.23 蛯　　名　　鉱　　治
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S26. 2. 4 １ 26. 3.25 西　　館　　芳　　信
六 ヶ 所 村 古　　川　　健　　治 S 9. 5.28 ３ 26. 7. 6 戸　　田　　　　　衛

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ３ 29. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ５ 29. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 飯　　田　　浩　　一 S35. 5. 5 １ 27. 4.23
佐 井 村 太　　田　　健　　一 S26.11.25 ４ 29. 4.21

三
戸
郡

三 戸 町 竹　　原　　義　　人 S25.11.28 ２ 28.12.15 藤　　村　　正　　彦
五 戸 町 三　　浦　　正　　名 S29. 1. 1 ４ 27. 6.26 鳥 谷 部　　禮 三 郎
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 １ 28. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ４ 26. 2.11 坂　　本　　勝　　二
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ２ 25.12.23 久　　保　　和　　子
新 郷 村 須　　藤　　良　　美 S15. 3.29 ３ 29. 5.28 横　　田　　孝　　夫

　

任
期
満
了
に
伴
う
東
北
町
長
選
挙

は
、
四
月
七
日
、
投
開
票
が
行
わ
れ
、

現
職
の
斗
賀
壽
一
氏
（
69）

が
、
再

選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
県
議
会
議
員
、
町
議
会
議

員

　

任
期
満
了
に
伴
う
佐
井
村
長
選
挙

は
、
四
月
九
日
、
告
示
さ
れ
、
現
職

の
太
田
健
一
氏
（
61）

が
、
無
投
票

で
四
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
村
議
会
議
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
新
郷
村
長
選
挙

は
、
五
月
十
四
日
、
告
示
さ
れ
、
現

職
の
須
藤
良
美
氏
（
73）

が
、
無
投

票
で
三
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
村
助
役
、
村
参
事

東
北
町
長　

斗と

賀が　

壽じ
ゅ

一い
ち　

氏

佐
井
村
長　

太お
お

田た　

健け
ん

一い
ち　

氏

新
郷
村
長　

須す

藤と
う　

良よ
し

美み　

氏
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ま

ち
づくりへ

の

西津軽郡

深
ふか うら

浦町
まち

青
森
県
初
の
新
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
ご
当
地
グ
ル
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
完
成

今
年
六
月
に
デ
ビ
ュ
ー

　

今
年
で
世
界
自
然
遺
産
登
録
二
十
周
年
を
迎
え
た
白
神
山
地
を
有

す
る
深
浦
町
は
、
青
森
県
の
日
本
海
側
に
位
置
す
る
人
口
約
一
万
人

の
漁
業
と
農
業
と
観
光
の
町
で
す
。

　

県
内
一
の
漁
獲
量
を
誇
る
深
浦
町
で
獲
れ
た
本
マ
グ
ロ
「
深
浦
マ

グ
ロ
」
を
使
っ
た
新
し
い
ご
当
地
グ
ル
メ
「
深
浦
マ
グ
ロ
ス
テ
ー
キ

丼
」
が
、
六
月
十
四
日
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

青
森
の
マ
グ
ロ
と
い
え
ば
、
豪

快
な
一
本
釣
り
で
有
名
な
「
大
間

マ
グ
ロ
」
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、

県
内
の
本
マ
グ
ロ
漁
獲
量
の
約

四
十
六
％
が
深
浦
で
水
揚
げ
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
は
数
量
で
約

四
百
七
十
ト
ン
、
金
額
で
約

六
億
三
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

金
額
で
は
過
去
最
高
の
記
録
と
な

り
ま
し
た
。

い
の
で
、
新
鮮
な
マ
グ
ロ
を
通
年

味
わ
え
る
の
も
特
徴
で
す
。

　

元
々
は
、
深
浦
町
特
産
の
食
材

を
使
っ
た
町
な
ら
で
は
の
食
を
地

元
で
提
供
し
、
県
内
外
か
ら
観
光

客
を
呼
び
込
め
な
い
か
と
い
う
町

関
係
者
の
思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

　

深
浦
町
で
水
揚
げ
さ
れ
る
マ
グ

ロ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
日
本
で
消
費

さ
れ
る
数
種
の
マ
グ
ロ
の
中
で
も

最
高
級
と
さ
れ
る
天
然
本
マ
グ
ロ

で
す
。

　
「
深
浦
マ
グ
ロ
」
は
県
内
の
他

地
域
に
比
べ
て
や
や
小
ぶ
り
で
す

が
、
ほ
ど
よ
い
脂
の
の
り
加
減
で

味
の
良
さ
に
は
定
評
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
深
浦
マ
グ
ロ
」
は
津
軽

海
峡
の
マ
グ
ロ
に
比
べ
漁
期
が
長

深
浦
町
は
県
内
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
の
マ
グ
ロ
水
揚
げ
量
！

深
浦
マ
グ
ロ
は
最
高
級
の

天
然
「
本
マ
グ
ロ
」

「
深
浦
マ
グ
ロ
ス
テ
ー
キ

丼
」
開
発
の
き
っ
か
け

小ぶりながら味の良い「深浦マグロ」
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ま
し
た
。

　

全
国
の
新
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
ご
当
地
グ
ル
メ
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
専
門
家
の
助

言
を
受
け
な
が
ら
、
参
加
店
の
料

理
長
や
生
産
団
体
・
町
関
係
者
で

話
し
合
い
の
場
を
持
ち
、
何
度
も

試
作
を
重
ね
、
よ
う
や
く
完
成
し

た
の
が
「
深
浦
マ
グ
ロ
ス
テ
ー
キ

丼
」、愛
称
「
マ
グ
ス
テ
丼
」
で
す
。

　
「
深
浦
マ
グ
ロ
ス
テ
ー
キ
丼
」

と
は
、
深
浦
産
本
マ
グ
ロ
を
刺
身
、

片
面
焼
き
、
両
面
焼
き
そ
れ
ぞ
れ

四
十
グ
ラ
ム
を
使
用
し
、
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
鍋
で
食
べ
る
フ
ァ
イ
ヤ
ー

グ
ル
メ
。
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
う
三
つ

の
ご
は
ん
茶
碗
、
タ
レ
（
刺
身
用

の
わ
さ
び
醤
油
、
片
面
焼
き
用
は

共
通
、
両
面
焼
き
用
は
各
店
オ
リ

ジ
ナ
ル
）
を
用
意
し
、
小
丼
で
食

し
ま
す
。

　

マ
グ
ロ
以
外
の
食
材
も
、
で
き

る
限
り
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
り
地

場
産
を
使
用
し
て
お
り
、
丼
に

使
用
し
て
い
る
お
米
は
も
ち
ろ

ん
、
刺
身
丼
に
使
用
さ
れ
て
い
る

長
芋
は
、
町
内
産
長
芋
（
ネ
バ
リ

ス
タ
ー
）
で
す
。
ま
た
、
季
節
の

野
菜
、
香
の
物
を
は
じ
め
、
汁
物

は
町
特
産
品
の
「
つ
る
つ
る
わ
か

め
」
を
使
用
す
る
な
ど
各
店
こ
だ

わ
り
の
も
の
を
提
供
し
、
カ
ク
テ

ル
グ
ラ
ス
に
入
れ
た
デ
ザ
ー
ト
も

つ
き
ま
す
。

　

現
在
、
深
浦
マ
グ
ロ
ス
テ
ー
キ

丼
が
食
べ
ら
れ
る
お
店
は
、
マ
グ

ロ
の
旨
さ
を
知
り
尽
く
す
町
内
七

店
舗
。
各
店
共
、
共
通
ル
ー
ル
に

基
づ
い
た
統
一
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

い
ま
す
が
、
各
店
工
夫
を
凝
ら
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
タ
レ
や
、
汁
物
、

デ
ザ
ー
ト
、
香
の
物
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
り
味
わ
い
は
個

性
的
で
す
。
販
売
価
格

は
、
全
店
共
通
で
一
膳

千
二
百
円
（
税
込
）
で
、

替
え
玉
な
ら
ぬ
「
替
え

マ
グ
」
で
マ
グ
ロ
の
お

代
わ
り
も
可
能
で
す
。

（
別
途
料
金
二
百
五
十

円
（
税
込
））。

　
「
チ
ー
ム
深
浦
」
が

一
致
団
結
し
て
完
成
さ

せ
た
新
し
い
ご
当
地
グ

ル
メ
「
深
浦
マ
グ
ロ

ス
テ
ー
キ
丼
」。
ぜ
ひ
、

各
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ

グ
ス
テ
丼
を
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

※
「
深
浦
マ
グ
ロ
ス
テ
ー
キ
丼
」

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
深

浦
マ
グ
ロ
料
理
推
進
協
議
会
事
務

局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。【
電
話

０
１
７
３
（
７
４
）
２
１
１
１
】

H
P:w
w
w
.fukauram

aguro.com
/

町
内
七
店
舗
で
絶
賛
提
供

中
！

「深浦マグロステーキ丼」が食べられるお店
店名 住所 電話番号

１ 匠屋（たくみや） 深浦町関字豊田6-6 0173-76-3630
２ 食べ物屋 セイリング 深浦町深浦字苗代沢78-34 0173-74-3068
３ サンセットハウス 深浦町深浦字岡崎228-1 0173-74-4335
４ 広〆（ひろしめ） 深浦町深浦字岡崎146-2 0173-74-2255
５ 黄金崎不老ふ死温泉 深浦町舮作字下清滝15 0173-74-3500
６ レストラン カミリア 深浦町舮作字鍋石226-1 ウェスパ椿山内 0173-75-2261
７ レストラン アカショウビン 深浦町松神字下浜松14 アオーネ白神十二湖内 0173-77-3311

「
深
浦
マ
グ
ロ
ス
テ
ー
キ

丼
」
と
は
？

試食検討会を含め40回以上の開発会議を実施

これが「深浦マグロステーキ丼」です！

緊張の中行われた協定調印式公式提供店認定書を手にする「チーム深浦」の
メンバー
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町 村 ト ピ ッ ク ス

〜
北
前
船
が
運
ん
だ
京
ま
つ
り
〜

白
八
幡
宮
大
祭
開
催

２
０
１
３

Ｏ
ｈ
！
だ
い
ば
：
う
に
の
日

　あじゃらの森キャンプ場は大鰐温泉
スキー場高原エリアに隣接しており、
眼下にはゲレンデの草原が続き、遠く
には岩木山が遠望できる高原のキャン
プ場です。
　ご家族、職場の仲間、学校のレクリ
エーション活動の場としても最適です。
【主な施設】
管理棟、炊事棟、バンガロー（８棟）、
ケビン（４棟）、テントサイト、駐車場
（32台）
【営業期間】　平成25年11月24日まで
（詳細はhttp：//www.town.owani.1g.jp/kanl-cam.html）

南津軽郡

お
お
わ
に
ま
ち

大
鰐
町

あ
じ
ゃ
ら
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

西津軽郡

あ
じ
が
さ
わ
ま
ち

鰺
ヶ
沢
町

　300年以上続く伝統行事で４年に１
度行われる「白八幡宮大祭」が、今年
８月14日～ 16日に開催されます。御
神輿渡御行列は、「津軽の京まつり」
ともいわれ、二基の神輿を中心に古式
ゆかしい装束に身をまとった人々がお
よそ１kmの行列となって進み、その
後に各町内の山車が続きます。最終日
には港町ならではの海上渡御も行われ
ます。

問い合わせ先　外ヶ浜町産業観光課
　　　　　　　TEL 0174-35-1228

　今年も平舘産の新鮮なウニを殻付き
で皆さんにご提供いたします。ご家族、
お友達をお誘いあわせのうえ、ぜひお
越しください。
○日時　平成25年７月14日（日）
　　　　午前10時～午後２時
○料金　活ウニ殻付き　１人2,000円
　　　　ウニ丼　　　　１人1,500円
○場所　平舘道の駅
　　　　「Ｏｈ！だいば」特設会場
※当日はウニがなくなり次第、終了と
なります。

東津軽郡

そ
と
が
は
ま
ま
ち

外
ヶ
浜
町

　常夜燈、北前船など、野辺地町の基
盤を築いてきた「海」をテーマにした
「のへじ常夜燈フェスタ」が７月20日
（土）のへじ潮騒公園で開催されます。
　前日19日（金）に復元北前船（千石船）
「みちのく丸」が寄港し、夜間はライト
アップされ、翌日20日には船内の一般
公開も行われます。この他、特産物、郷
土料理などの屋台村やステージショー
など楽しいイベントが催されます。
　皆様のご来場をお待ちしております。

上北郡

の
へ
じ
ま
ち
野
辺
地
町

野
辺
地
の
魅
力
を

満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト問い合わせ先　のへじ常夜燈フェスタ実行委員会

　　　　　　　（事務局：野辺地町地域戦略課）
　　　　　　　TEL 0175-64-2111

問い合わせ先　白八幡宮大祭保存会事務局（鰺ヶ沢町役場内）
　　　　　　　TEL 0173-72-2111

問い合わせ先　あじゃらの森キャンプ場管理棟
　　　　　　　TEL 0172-47-6664
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

ひ
が
し
ど
お
り
来
さ
ま
い
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３　

今
年
も
開
催
！

　七戸町の夏を彩る「しちのへ夏まつ
り」が、今年も８月16日に開催されま
す。七戸町中央公園屋外ステージでの
郷土芸能や子どもに大人気のキャラク
ターショーなど、イベントが盛り沢山
です。また、会場内には誰でも参加で
きるチャレンジコーナーもありますの
で、家族や友達同士でぜひご来場くだ
さい。

上北郡

し
ち
の
へ
ま
ち

七
戸
町

七
戸
町
の
夏
の
風
物
詩

「
し
ち
の
へ
夏
ま
つ
り
」

　８月末の土・日曜日の２日間、ひが
しどおり来さまいフェスタが開催され
ます。１日目には村の特産品が味わえ
る「食さまいゾーン」や歌謡ショー、
ゲーム大会などが行なわれます。２日
目には、村内外から多数のよさこい
チームが集結し、創作性あふれる踊り
で会場は熱気に包まれます。ご家族・
お友達同士でぜひ来さまい！

下北郡

ひ
が
し
ど
お
り
む
ら

東
通
村

　「『日本一！』と評されるたっこにん
にくと、これまた常にＡランクに選出
され、まぼろしのビーフと言われてい
る黒毛和牛の田子牛を、存分に堪能で
きるデリシャスなフェスティバルを10
月５日・６日に開催します。また、プ
レイベントとして８月25日（日）には
食とスポーツを１度に楽しむイベント
『たっこグルメマラソン』も行います
ので是非ご参加ください！」

●お知らせとお願い
　「あおもり町村自治」は、会務活動状況及び災害共済諸事業の啓発事項、県市町村総合事務組
合及び内部団体の活動状況のほか、町村長の紹介及び各町村の特集記事等を掲載し、３カ月に１
回季刊発行しています。
　本ページの「町村トピックス　いまが旬！」は、各町村の時期、季節の旬の情報をＰＲするコー
ナーで、イベント、観光スポット、施設、特産品、町の話題・出来事などが満載！
　各町村で、本紙への掲載希望事項等がありましたらご連絡ください。また、表紙写真や関連記
事等掲載依頼の際は、ご協力をよろしくお願いいたします。

三戸郡

た
っ
こ
ま
ち

田
子
町

問い合わせ先　七戸町商工観光課
　　　　　　　TEL 0176-62-2137

問い合わせ先　田子町産業振興課
　　　　　　　TEL 0179-20-7114

第
28
回
に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り

問い合わせ先　東通村つくり育てる農林水産課　販売戦略室
　　　　　　　TEL 0175-27-2111
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いつでもご加入いただけますので下記までお問い合わせ願います。
問合せ先　全国町村職員生活協同組合青森県支部
　　　　　青森県町村会総務課〔共済事業〕　TEL017（723）1331

自
動
車
共
済

万
一
の
事
故
に
備
え
を
！

●共済契約できる自動車
●自家用普通・小型乗用自動車
●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車●原動機付自転車

１．あなたの所有する
２．あなたと同一世帯に属する親族（同居の親族）の所有する

町村生協の自動車共済にご加入の方のみ、車両共済（保険）に加入できます
○町村生協の自動車共済で過去３年間無事故で、新たに車両共済（保険）

に加入する場合、新規契約と比較して　
　33％割引（ 9等級）からスタート！
○一括払いでご契約の場合は、さらに　5 ％割引！
○保険料分割払（12回）も選択可能です。
○ロードサービスも無料でサービス！

●共済掛金と共済金額
共 済 掛 金 額 （ 年 間 ）用途及び車種

区分
共済金額

原動機付自転車
（125cc以下）

自動二輪車
（125cc超）

自家用軽四輪乗用
貨物車（660cc以下）

自家用普通・小型乗用
小型貨物車（660cc超）

30,000円 19,000円 17,000円 12,000円
対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  1,000万円
自損事故傷害共済　  1,500万円
限定搭乗者　  500万円

Ａ　

型

対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  無制限
自損事故傷害共済　  
限定搭乗者　  

Ｂ　

型

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
※無共済等自動車傷害共済・他者運転特約も自動付帯。　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

1,500万円
1,000万円

33,000円 21,000円 20,000円 14,000円

　

本
会
は
四
月
十
六
日
、
青
森
市

の
県
共
同
ビ
ル
で
総
合
賠
償
補
償

保
険
事
務
担
当
者
研
修
会
を
開
催

し
た
。
出
席
者
は
市
町
村
の
担
当

者
約
四
十
名
。

　

研
修
会
で
は
、
は
じ
め
に
本
会

の
山
口
常
務
理
事
が
「
本
保
険
制

度
の
趣
旨
は
、
市
町
村
の
法
律
上

の
賠
償
金
の
支
出
に
よ
る
財
政
負

担
の
軽
減
と
、
ス
ム
ー
ズ
な
賠
償

問
題
の
解
決
に
よ
り
行
政
の
円
滑

化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今

後
と
も
本
保
険
制
度
に
ご
協
力
を

賜
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

引
き
続
き
、
本
保
険
幹
事
会
社

で
あ
る
（
株
）
損
害
保
険
ジ
ャ
パ

ン
の
恩
田
青
森
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
課
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
全
国

町
村
会
総
合
賠
償
補
償
保
険
の
概

要
と
事
故
処
理
に
つ
い
て
同
社
担

当
者
が
説
明
し
「
賠
償
補
償
事
案

が
年
々
複
雑
多
様
化
、
賠
償
額
も

高
額
化
の
傾
向
が
あ
り
、
住
民
の

損
害
賠
償
請
求
の
意
識
も
変
化
し

て
い
る
。
市
町
村
が
所
有
か
管
理

す
る
施
設
な
ど
の
所
有
者
や
占
有

者
に
法
律
上
の
責
任
が
あ
る
事
故

に
よ
っ
て
他
人
の
財
物
・
身
体
等

を
害
し
た
場
合
、
被
害
者
に
対
す

る
賠
償
義
務
が
発
生
す
る
。
法
律

的
賠
償
責
任
が
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
場
合
、
そ
の
過
失
割
合
に
応
じ

て
総
合
賠
償
保
険
の
対
象
と
な
る
。

事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や

か
に
青
森
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か

町
村
会
へ
連
絡
し
、
事
案
の
早
期

解
決
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

な
ど
と
述
べ
た
ほ
か
、
冬
季
に
多

く
発
生
す
る
事
故
・
施
設
の
屋
根

か
ら
の
落
雪
や
道
路
の
穴
凹
事
故

な
ど
事
例
を
交
え
て
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
、
本
会
事
務
局
が

二
十
五
年
度
更
新
加
入
事
務
と
事

故
報
告
書
の
取
扱
い
及
び
二
十
四

年
度
加
入
状
況
、
支
払
い
実
績
等

を
説
明
し
、
本
保
険
制
度
に
対
す

る
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

制度の理解を深める参加者

総
合
賠
償
補
償
保
険
制
度
を
説
明

事
務
担
当
者
研
修
会
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●共済掛金と共済金額
共済掛金（年額）は共済契約１口（10万円）につき60円です。
契約額の最高限度は、600口で、6,000万円が限度です。

共 済 契 約 の 最 高 限 度

共済掛金共済金額口　数区　　　　分

24,000円4,000万円400口建物のみの場合

動産のみの場合

建物と動産を併せた場合

●共済契約できる物件
●あなたの所有する居住用建物、または、その建物内にある動産

●あなたと同一世帯に属する親族が所有し、かつ、あなたが現に同居している建物または、その建物内にある動産

安安安安安安安安安安安いいいいいいいいいいい掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛金金金金金金金金金金金ででででででででででで大大大大大大大大大大大きききききききききききななななななななななな補補補補補補補補補補補償償償償償償償償償償償ををををををををををを住
宅
火
災
共
済

確
か
な
安
心
を
！

風水雪害特約制度
風水雪害特約制度は、風水雪害による損害について、火災共済契約に任意に付
加することにより共済金を支払う特約制度です。特約を付加していない場合、
風災、水災又は雪災による損害は、損害額が50万円以上の場合、損害の程度に
応じ給付され、全損の場合では100分の10又は450万円のいずれか低い額の給付
ですが、特約に加入することにより、火災共済契約の風水雪害共済金に加算し
て風水雪害特約共済金を損害額の50％又は火災共済契約額の50％のいずれか少
ない額を限度に支払います。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計
額が3,000万円を超える場合、3,000万円が限度となります。）特約共済掛金は、
一口10万円につき50円です。（火災共済契約と同額を特約共済金額とします。）

200口

600口

2,000万円

6,000万円

12,000円

36,000円

　

本
会
は
五
月
三
十
一
日
、
青
森

市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
災
害

共
済
関
係
事
業
事
務
研
修
打
合
会

を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
市
町
村

及
び
一
部
事
務
組
合
等
の
事
務
担

当
者
約
百
十
人
。

　

は
じ
め
に
本
会
の
山
口
常
務
理

事
が
「
相
互
救
済
を
原
則
と
し
て

い
る
共
済
事
業
の
安
定
的
な
運
営

は
、
加
入
団
体
と
加
入
者
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

事
業
の
更
な
る
充
実
強
化
と
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
に

は
、
事
務
を
担
当
さ
れ
て
い
る
皆

様
方
の
御
理
解
と
御
協
力
が
不
可

欠
。
今
後
も
皆
様
方
の
ご
要
望
に

応
え
る
事
業
と
し
て
い
き
た
い
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

打
合
会
で
は
、
全
国
町
村
会
災

害
共
済
部
公
有
物
件
課
の
戸
田
課

長
が
、
今
冬
の
豪
雪
に
伴
う
公
有

建
物
共
済
金
の
填
補
責
任
や
共
済

金
請
求
に
係
る
留
意
点
を
は
じ
め
、

公
有
建
物
共
済
全
般
に
つ
い
て
説

明
し
た
ほ
か
、
全
国
町
村
職
員
生

活
協
同
組
合
の
坂
中
業
務
部
長
が
、

二
十
五
年
の
更
新
期
よ
り
特
定
疾

病
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
、
幹
事

会
社
が
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
と
な

り
、
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組

合
が
制
度
運
営
に
あ
た
る
こ
と
の

報
告
と
変
更
項
目
の
説
明
が
あ
っ

た
ほ
か
、
新
制
度
へ
の
更
な
る
加

入
推
進
に
つ
い
て
の
協
力
要
請
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
生
協
火

災
・
自
動
車
共
済
事
業
、
任
意
共

済
・
特
定
疾
病
保
険
事
業
、
弔
慰

金
事
業
、
個
人
年
金
共
済
事
業
の

概
要
並
び
に
更
新
事
務
手
続
き
や
、

公
有
・
生
協
事
故
報
告
及
び
共
済

金
請
求
に
伴
う
事
務
手
続
き
等
を

説
明
し
た
ほ
か
、
車
両
保
険
幹
事

会
社
で
あ
る
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

青
森
支
社
よ
り
車
両
共
済
の
説
明

が
あ
っ
た
。

担当者が更新事務手続き等の説明を受ける

各
種
共
済
事
業
を
説
明

災
害
共
済
関
係
事
業
事
務
研
修
打
合
会
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随 想
第18話

浜
はま

谷
や

　豊
とよ

美
み

階上町長

プロフィール

町議会議員、八戸広域農協理事。
現在２期目。55歳。

『
い
ち
ご
煮
』
と

『
階
上
早
生
そ
ば
』

の
ふ
る
さ
と

　

山
と
海
の
美
し
い
自
然
資
源
に

恵
ま
れ
た
階
上
町
は
、
青
森
県
最

東
南
端
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、

県
内
で
最
初
に
朝
日
が
昇
る
「
光

ひ
か
り

生な

す
町
」
と
謳
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
元
階
上
町
に
生
ま
れ
大
学
卒

業
後
、
県
農
業
改
良
普
及
員
と
し

て
務
め
ま
し
た
。
そ
の
間
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
一
年
間
農
業
研

修
の
機
会
に
恵
ま
れ
ア
メ
リ
カ
を

感
じ
て
き
ま
し
た
。
野
望
を
抱
き

意
気
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
父
親

の
急
逝
で
退
職
す
る
こ
と
に
…
。

地
域
貢
献
の
一
助
に
と
の
思
い
で
、

三
十
才
で
町
議
会
議
員
に
な
り
、

五
期
目
途
中
の
平
成
十
七
年
か
ら

町
長
を
務
め
現
在
二
期
目
で
す
。

　

な
に
よ
り
忘
れ
る
事
が
出
来
な

い
の
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月

十
一
日
に
発
生
し
、
未
曾
有
の
被

害
を
も
た
ら
し
た
「
東
日
本
大
震

災
」
で
す
。
二
年
三
ヵ
月
が
経
過

し
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
本
町

も
着
実
に
復
旧
し
、
ハ
マ
も
震
災

前
の
活
気
を
少
し
ず
つ
取
り
戻
す

な
ど
復
興
に
向
け
た
歩
み
を
実
感

し
て
お
り
ま
す
。

　

あ
の
悲
惨
な
状
況
を
目
の
当
た

り
に
し
、
町
民
「
こ
こ
ろ
ひ
と
つ

に　

さ
ら
な
る
復
興
」
を
目
指
し

て
、
大
震
災
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
教
訓
を
し
っ
か
り
と
後
世
に

引
き
継
い
で
い
く
責
任
が
あ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
階
上
町
が
誇
り
と

す
る
階
上
岳
と
階
上
海
岸
が
五
月

二
十
四
日
、「
三
陸
復
興
国
立
公

園
」
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
私

ど
も
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ

り
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
ひ

と
り
一
人
が『
お
も
て
な
し
の
心
』

を
も
っ
て
お
迎
え
す
れ
ば
、
新
た

な
絆
が
生
ま
れ
輝
く
希
望
の
芽
が

出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

当
町
に
は
県
内
で
唯
一
奨
励
品

種
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
階
上
早

生
」
そ
ば
が
あ
り
ま
す
。
昨
今
の

健
康
食
ブ
ー
ム
で
そ
ば
の
消
費
拡

大
が
広
が
り
、
町
内
で
も
平
成

十
八
年
に
階
上
そ
ば
振
興
委
員

会
「
そ
ば
り
え
」
が
発
足
し
ま
し

た
。
翌
年「
階
上
早
生
階
上
そ
ば
」

と
し
て
商
標
登
録
し
、
一
昨
年
そ

の
拠
点
施
設
と
し
て
閉
校
に
な
っ

た
小
学
校
を
「
わ
っ
せ
交
流
セ
ン

タ
ー
」
に
改
修
し
、
生
産
・
加
工
・

販
売
ま
で
を
連
携
し
た
六
次
産
業

を
目
指
し
「
階
上
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
ん
で
い
る
人
が
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
考
え
、

創
り
、
守
り
、
そ
し
て
育
ん
で
い

く
と
い
う
意
識
で
、
町
民
と
行
政

が
と
も
に
考
え
行
動
す
る「
協
働
」

を
前
提
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
重

要
施
策
と
し
て
い
ま
す
。
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
や
私
道
の

整
備
事
業
な
ど
自
主
的
か
つ
積
極

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
全
国
的
に
も
稀
と
い
わ
れ

る
、
町
民
の
手
に
よ
る
町
民
の
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
を
理
念
に
、
町

内
十
九
の
全
行
政
区
が
独
自
に

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
地
区
計
画

書
」
を
作
成
し
、そ
れ
を
町
の
「
第

四
次
階
上
町
総
合
振
興
計
画
」
に

盛
り
込
み
反
映
さ
せ
ま
し
た
。
昨

年
度
は
、
各
地
区
計
画
を
自
分
た

ち
の
手
で
見
直
し
を
し
て
「
後
期

計
画
」
も
完
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

住
民
自
治
の
原
点
で
あ
る
自
己

決
定
、
自
己
責
任
の
原
則
の
も
と
、

行
政
と
町
民
が
手
を
携
え
て
活
力

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
、

『
三
陸
復
興
国
立
公
園
指
定
』
と

い
う
節
目
の
今
年
は
特
に
、
さ
ら

な
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
階
上
町
実
現

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三陸復興国立公園に指定された階上海岸

協働のまちづくり地区計画書


